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平
山
麓
江
年
譜
稿
(
補
遺
)
表
題
の
原
稿
を
、
本
誌
第
十
二
号
と
第
十
三
号
と
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
不
完
全
な
が
ら
、
こ
れ
を
も
っ
て
い
ち
お
う
完
結
し
た
も
の
と
私
は
考
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
藤
井
淑
禎
教
授
を
介
し
て
、
本
学
大
学
院
に
在
籍
中
の
影
山
亮
君
か
ら
麓
江
関
係
の
資
料
を
頂
戴
し
た
。
藤
井
教
授
か
ら
の
御
助
言
も
あ
り
、
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
君
か
ら
の
資
料
を
発
表
す
る
こ
と
に
し
た
。
以
下
の
事
項
は
そ
の
よ
う
な
事
情
* 
明
治
四
十
一
年
(
一
九
O
八
)
七
月
「
支
那
服
の
流
行
」
大
正
六
年
(
一
九
一
七
)
四
月
説
東
京
見
物
」
大
正
七
年
(
一
九
一
八
)
十
月
「
小
説
豚
の
夢
」
(
『
流
行
』
白
木
屋
呉
服
洋
服
庖
)
(
『
農
事
新
報
』
)
(
『
農
事
新
報
』
)
大
正
八
年
(
一
九
一
九
)
月
説
新
肥
料
」
十
月
大
正
十
年
(
一
九
二
一
)
「
紅
燈
の
影
に
於
け
る
恋
」
(
『
小
説
倶
楽
部
』
)
平
(
『
農
事
新
報
』
)
大
正
十
五
年
・
昭
和
元
年
(
一
九
二
六
)
山
城
!日
ノし
-47司
月
ア
ン
ケ
ー
ト
「
私
の
妻
(
又
は
夫
)
の
ど
こ
を
見
込
ん
で
結
婚
し
た
七、
(
婦
人
倶
楽
部
)
十
月
昭
和
二
年
(
一
九
二
七
)
「
音
無
し
の
宮
」
十
月
昭
和
五
年
(
一
九
三
O
)
「
お
大
事
に
」
昭
和
六
年
〈
一
九
三
一
)
(
『
文
芸
春
秋
』
)
(
『
文
芸
春
秋
』
)
七
月
「
柳
橋
夜
話
(
『
文
芸
春
秋
』
)
桐
の
雨
」
昭
和
七
年
(
一
九
三
二
)
八
月
十
月
「
大
海
賊
の
頭
目
を
懐
ひ
あ
が
ら
せ
た
日
本
男
児
の
勝
つ
玉
」
(
『
少
年
倶
楽
部
』
)
本
日
露
戦
争
中
の
岡
田
源
吉
の
実
話
。
「
痛
快
戦
場
物
語
(
『少
年
倶
楽
部
』
)
高
年
二
等
兵
」
昭
和
八
年
(
一
九
三
三
)
月月
i¥ 
月
「
相
う
つ
白
刃
」
(
『少
女
倶
楽
部
』
)
「
コ
サ
ッ
ク
騎
兵
の
大
逆
襲
」
(
『
少
年
倶
楽
部
』
)
*
日
露
戦
争
中
の
江
阪
芳
五
郎
の
実
話
。
「
納
涼
・
花
火
・
人
情
拙
」
(
『
文
芸
春
秋
』
)
昭
和
十
年
(
一
九
三
五
)
月
四
月
「
名
・
棺
・
干
支
」
(
『
随
筆
趣
味
』
)
「
玄
海
の
月
激
海
の
月
」
(
『
海
』
)
*
麓
江
が
初
め
て
満
洲
(
現
、
東
北
)
へ
渡
っ
た
の
が
日
本
海
海
戦
の
当
日
で
、
船
は
「
プ
ロ
メ
シ
ユ
ウ
ス
」
と
い
う
貨
物
船
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
十
四
年
(
一
九
三
九
)
七
月
「
女
人
世
話
」
(
『
大
陸
』
)
昭
和
二
十
四
年
(
一
九
四
九
)
月
ア
ン
ケ
ー
ト
「
政
府
に
国
会
に
政
党
に
」
(
『
月
刊
読
売
』
)
昭
和
二
十
六
年
(
一
九
五
一
)
八
月
「他
山
の
石
」
(
『
新
都
市
』
)
昭
和
二
十
七
年
(
一
九
五
二
)
五
月
「張
見
世
の
吉
原
遊
女
」
(
『
夫
婦
生
活
』
)
*
「
次
号
完
結
」
と
あ
る
。
十
月
(
『
丸
』
)
「子
供
の
名
前
の
つ
け
方
」
十
月
ア
ン
ケ
ー
ト
「
(l)
お
正
月
の
お
雑
煮
は
、
ど
の
よ
う
な
の
を
お
.48. 
作
り
に
な
り
ま
す
か
?
(
2
)
お
煮
し
め
な
ど
で
、
特
に
毎
年
お
作
り
に
な
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
れ
を
お
教
え
下
さ
い
。
」
(
『
あ
ま
・
か
ら
』
)
(
ひ
ら
や
ま
じ
よ
う
じ
本
学
名
誉
教
授
)
【
付
記
}
本
年
譜
は
平
山
城
児
先
生
の
手
書
き
の
原
稿
を
、
本
学
兼
任
講
師
の
石
橋
剛
氏
に
依
頼
し
て
、
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
化
の
う
え
版
下
を
作
成
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
あ
る
。
(
藤
井
淑
禎
)
